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〈オンライン発表 プログラム〉
Zoomでの発表・Classroomでの資料共有という開催方法となります。

開会式 ８：５０ 第 1会場のミーティングルームで開催
発表① ９：００～９：３０ 第 1会場 第 2会場
発表② ９：３０～１０：００ 〃

発表③ １０：００～１０：３０ 〃

発表④ １０：３０～１１：００ 〃

発表⑤ １１：００～１１：３０ 〃

発表⑥ １１：３０～１２：００ 〃

発表⑦ １２：００～１２：３０ 〃

発表⑧ １２：３０～１３：００ 〃

〔留意事項〕

・Zoom のミーティングルームの URL、ID、パスコードは、2 日前までに Classroom を通
じたメールで参加者に送信します。部外者に拡散することがないようご注意ください。

現在申し込みをしていない方、会員以外でも参加希望者のメールをいただければ同様の

対応をいたします。

・Classroom への登録をお願いいたします。参加申し込みをされた方には、近日中メール
にて Classroom への招待をお送りします。URL をクリックし「参加」してください。
Classroom は、発表者の資料共有や連絡に使います。Classroom を通じたメールが頻繁に
届くかと思います。ご了承の上、ご確認をお願いいたします。

【注意】アカウントのドメインが大学用、学校用、グループ用のものだと、Classroom に
入ることができません。大変お手数ですが、個人用の Google アカウントでお入りくださ
い。お持ちでない場合はお手数ですが新規にアカウントを作成し、そのアカウントで

Classroomに参加してください。Googleアカウントの作り方は下記をご参照ください。
https://support.google.com/accounts/answer/27441?hl=ja

〔発表者へ〕

・発表は 20分、質疑は 10分です。
・1 月 8 日（金）１７：００までに、Classroom のストリームに当日発表資料を掲載して
ください。その際、お名前、所属、発表タイトルを入力の上、発表資料のデータを「追

加」し、「すべての生徒」に「投稿」してください。（発表スライドは掲載しないでく

ださい。）

・当日 Zoom発表のスタート時にチャットに発表資料を掲載してください。
・スライドを使わない発表者は、発表資料を「画面共有」してください。



- 4 -

第１会場 司会 松本修・西田太郎

① 読みの交流と「自己内対話」

上月 康弘（小千谷市立小千谷小学校）

これまでの文学における読みの交流の実践研究において、その交流の成立の中核には、

学習課題の要件といった学習状況の設定の他に、学習者のメタ認知能力の涵養が位置付け

られることが明らかになりつつある。これらの知見を生かしつつ、本研究では、他者を媒

介とした自己への傾聴を促す「自己内対話」に着目した。学習者の交流中の発話や交流後

の「自己内対話」の様相から、新たな自己の創造につながるメタ認知機能を探った。

② 批判的思考力の向上を促す学習デザイン

―「作られた「物語」を超えて」の実践を通して―

藤澤 義訓（上越教育大学教職大学院 学生）

批判的思考力は、知識基盤社会の進展に対応して求められる資質や能力として位置付け

られている。本研究では論説文を評価するために、疑問をもって読む活動と、筆者の立場

から思いを推し測る活動を設定した学習デザインによる授業を実践し、学習者の批判的思

考力向上に及ぼす影響を検証する。単元を貫く課題である批評文の変容と、学習者の発話

を質的・量的に分析し、批判的思考力の向上に有効な手立てについて考察する。

③ 中等教育における小学校教材の再読 ―生徒の考える「文学を読む」ことの意義―

大井 和彦（東京大学教育学部附属中等教育学校）

中学一年ならびに高校一年で小学校文学教材を再読することによって、生徒が小学校か

らの省察を行い、さらに深い読みをどのように考えていたかを観察した。その姿勢が生徒

自身の生活と言語とを結びつけていく意識とどのように重ねられると自覚されるか、ひい

ては、その方法として教室で文学を読むことを中高生なりにどのように定義するのかを見

取ることから、他者理解から他者肯定そして自己肯定へと進める文学教育を考える。

④ 読みの交流を成立させるための人間関係についての考察

橋本 祐樹（世田谷区立等々力小学校）

読みの交流の交流場面において、学習者は解釈に関わる自己の内面の表出という抵抗感

と、それが他者に理解されるかという二重の人間関係に関わる抵抗感を感じることとなる。

特に状況の文脈が導入される場合においては、その傾向は顕著となるが、こうした抵抗感

を超え、交流を推進、成立させるために、交流場面における児童の様相を分析し、グルー

プ内での人間関係をどのような形で構築すればいいのかについて考察していく。

⑤ 国語科「書くこと」と生活科の教科横断的・合科的な学習デザイン

玉井 大和（上越教育大学教職大学院 学生）

求められる資質・能力の育成のために、教科等横断的な学習を充実することが求められ
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ている。本研究では、子どもが思いや願いを膨らませながら，自分の文章を書けるように、

仲間と一緒に自分のやりたいことを実現していく学習活動を展開していく。その過程で生

活科における「思いや願い」をいかしていく活動と国語科「書くこと」の学習内容を教科

横断的・合科的に扱う学習デザインを提案する。

⑥ 「読書へのアニマシオン」作戦１に関する教材化の研究

―『おおきなかぶ』『もっとおおきなたいほうを』の実践を通して―

若林 良輔（上越教育大学教職大学院 学生）

M・M・サルトが考案した読書指導法に「読書へのアニマシオン」がある。その中の作
戦１「読み違えた読み聞かせ」は、扱う部分テクストによって意味づけや作品の読みに関

する効果が変わる可能性がある。そこで本研究では、アニマドールを体験する活動を大学

生に実践し、結果の分析から「おおききなかぶ」「もっとおおきなたいほうを」の文学作

品において扱う部分テクストによる読みや発話の様相を考察することを目的とする。

⑦

⑧ 読みの交流における媒介手段に着目した分析ツールの開発

西田 太郎（東京福祉大学）

読みの交流は、参加する学習者の発話は、主張や反論といった形の解釈形成過程であり、

学習課題への認知方法である教材テキストを媒介手段とした学習者の行為と言える。一方、

学習者が話合いそのものの運営・維持に力点を置き他者へ向かう行為を主とした場合、そ

れは交流方法である話合いが媒介手段となっている。読みの交流における媒介手段にある

相対的な関係を顕在化させることによって、集団の文脈に内在する個々の行為の差異が明

らかになる。
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第２会場 司会 佐藤多佳子・岩崎直哉

① 「きつねの窓」の学習デザイン

寺島 元子（上越市立春日新田小学校）

本実践研究では、安房直子「きつねの窓」を学習材とし、読みの交流活動を核とした学

習デザインを行った。交流活動における音声データや学習者のシートから、学習者の反応

を分析して読みの交流の成立を捉え、デザインの有効性を検証した。同時に、他者との交

流が読みの形成（変容）にどのように影響したかを、読みの交流の実相を捉え、明らかに

した。

② 小学校中学年における〈要点駆動〉の読みの様相

武田 純弥（魚沼市立広神西小学校）

本研究では、〈参加者的スタンス〉から〈見物人的スタンス〉への移行期である小学校

中学年の学習者を〈要点駆動〉の読みへと誘うための〈問い〉について検討してきた。実

践授業における、実際の学習者の発話と記述を手掛かりに、読みの形成過程を質的分析す

る。読みの形成過程の臨床的な検討を通して、小学校中学年の学習者を〈要点駆動〉の読

みへと誘うための視座を得たい。

③

④ 対話モニタリングを用いた能動的な聞き手の育成 ―学級経営と授業経営の連携―

廣瀬 優斗（上越教育大学教職大学院 学生）

対話的コミュニケーションにおいては、話し手だけでなく聞き手の育成が求められる。

本研究では日常において無意識に活用している対話の方法知を意識化させる活動を通し

て、能動的な聞き手の育成を目指す。朝学活の交流場面のモニタリング等によって対話に

おける能動的な聞き手の効果を実感させる。その後、授業の交流場面で有効に活用されて

いるのかを質的・量的なデータをもとに分析し、交流場面に有効な指導について考察する。

⑤ 自己形成を視座とした文学の授業デザイン

―「わらぐつの中の神様」の中の多元的自己―

小川 高広（上越市立南川小学校）

本研究では、ハーマンスの対話的自己論を検討した溝上慎一の論考を踏まえ、自己形成
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を目的とした文学の授業デザインの要点を明らかにする。授業デザインは、学習者が「わ

らぐつの中の神様」の登場人物にポジショニングし、人物の中の「さまざまな私」を捉え、

葛藤や対立を経験する。そして、読みの経験を基に、学習者自身の中の「さまざまなわた

し」を捉え直すというものである。文学の読みと自己変容の関連を検討する。

⑥ 言語活動としての「連詩創作」が持つ可能性を探る

―特別支援学級に於ける「関わり合う学び」を目指して―

青沼 慧（上越教育大学教職大学院 学生）

特別支援学級の授業においては、学習者がそれぞれの実態に合わせた内容に専念するこ

とが多い。しかし、ヴィゴツキー障害学に立脚すれば、特別支援学級においても児童同士

が関わり合う学びが必要であることは明確である。そこで本研究では、造形遊びの作品を

原学習材とした、互いに言葉を紡ぐ連詩の創作に於いて、児童同士が個々の特性を生かし

て関わり合う様相を分析し、言語活動として「連詩創作」が持つ可能性を考察する。

⑦ 小学校国語科における共有を通して読みを深める授業デザイン

―絵本『くらやみこわいよ』の絵を使用した授業を通して―

藤野 匡裕(玉川大学教職大学院 学生)

今日の社会の変化に SNS の発展やデジタルテクノロジーの発達が挙げられ、コミュニ
ケーションの在り方にも変化が生じている。そこで本研究では、連続型テクストだけでな

く、非連続型テクストを含んだ教材として絵本を活用する。検証授業において、絵の分析

を通して人物像や人物相互の関係性、物語の考察を図る。また、自身の考えを共有し合う

ことで、児童の新たな読みの視点の獲得を目指す授業デザインを提案する。

⑧ 文学教材の「よさ」を追究することの可能性を探る

石丸 憲一（創価大学教職大学院）

私たちが文学教材の授業で読み取らせている、話の展開や人物のキャラクター、人物の

心情とその変化、主題などは、その作品の「よさ」と言える。つまり、私たちが読解指導

で行っていることは「よさ」の追究である。だが、子供たちはもちろん大人の読者も、「よ

さ」を問われても簡単には答えられない。作品の「よさ」を考えることを、読みをメタ認

知し、生涯読書を楽しむ読み手を育てるてだてとする可能性を論じる。




